


korad
電磁気学の基礎に始まり，放射線物理学，機器工学，放射線生物学，撮影技術，治療学，診断学まで，現在からみてもきわめて網羅的に構成されており，放射線医学を志す人々の座右の書として，30年以上にわたって版を重ねたことも首肯できる内容である．





























korad
Ｘ線の歴史と物理に関する解説．本書初版の発行は，レントゲンによるＸ線発見の19年後である．



korad
各種装置の構造，設計に関しても詳細に記載されている．ここには，Ｘ線管球の両極に交流電圧を印加して，Ｘ線を発生させる方法が記されている．





korad
Ｘ線撮影室の設計，備品などについても実際的な解説が多い．ここでは，管球を並べておく架台，遮蔽防護用衝立についての記載を示す．当時，Ｘ線管球は，撮影，治療に際して必要に応じて適当なものを選択して使用していた．



korad
放射線が人体に有害であることは既に充分認識されており，作業にあたっては注意が必要であることが記されている．



korad
蛍光版透視装置に関する解説．高価でも完備した装置を使うべきであると説いている．



korad
透視診断にあたっては，体位変換，呼吸，触診による圧迫などを組み合わせて行なうこと，必要に応じてマーカーを貼付することなどが書かれている．



korad
各部位の撮影法に関する記載も詳しい．頭蓋後前撮影の撮影法が示されているが，むき出しのＸ線管球を頭部に固定しての撮影風景が興味深い．





korad
癌の放射線治療に関する記載．皮膚癌など表在病変は良い適応であること，舌癌，乳癌などには術後照射を行なうこと，食道癌，胃癌など深在病変の治療は難しいことなどが記されている．症例写真は，藤浪がドイツ留学中に経験した症例と思われる．







korad
僧帽弁閉鎖不全症の胸部Ｘ線所見に関する記載．血行動態をもとに理論的に説明されており，現在からみてもほぼ正しい記述である．透視下の観察が主であるため，拡張期，収縮期の変化が論じられている点は興味深い．





korad
肺結核の胸部Ｘ線所見に関する記載．打診との優劣が論じられており，Ｘ線所見が早期診断に有力であると書かれている．







korad
胃癌の造影診断に関する記載．造影剤には蒼鉛食，すなわちビスマスが使われている．充盈像による胃変形と陰影欠損が論じられている．












